























実際の講演会は 7月 3日 (金)  7月 12日 (日)の 10日間にわたって行なわれた。講演会
の数が多いのは 7月 7日 (火) 56講演、7月 4日 (土) 19講演、7月 11日 (土) 7講演などで
あった。企画に「七夕」とあるので、7月 7日に実施したところや、参加者の集まりやす
い週末に実施した会場が多かった。附属天文台関係者による講演会は、枚方市立サンプラ
ザ生涯学習市民センター (柴田一成, 7/4)、岸和田市総合福祉センター (北井礼三郎, 7/7)、
枚方市立津田生涯学習市民センター (柴田一成, 7/7)、花山天文台 (野上大作, 7/7)、飛騨
天文台 (一本 潔, 7/7)の各会場で行なった。
講演会主催者を対象に行なったアンケートでは、65会場から回答があり、回答のあった
会場で参加者総数は 4600人であった。また、実施にあたっては「広報の方法、ルートが
よく分からず苦労した」、「参加人数が事前に読めずに会場の選定に苦労した」等の感想
が寄せられた。
各講演会会場で参加者を対象に行なったアンケートでは、48会場 2067名から回答があっ
た。10歳未満から 80歳以上まで幅広い年齢層の参加者があり、講演のおもしろさや難易
度などから判断すると、満足度は良好だった。参加者からの要望としては、「レジュメな
ど配布資料があるとよかった」、「もっと参加しやすい日時に実施してほしい」、「広報に
もっと力を入れるべき」等があった。また、今後参加したいイベントとしては、同様の天
文関係の講演会や、実際に星を見る観望会を希望する声が多かった。天文の講演会に初め
て参加したという参加者が多かったようだが、おおむね好評であり、多くの方々の協力に
より全国同時七夕講演会全体として成功だったと言える。参加者からは来年もぜひ実施し
てほしいとの要望もあり、2010年度も同様の企画が実施された。また、2011年度以降は
天文学会の正式な行事として継続する予定となっている。
(前原 裕之 記)
1http://www.kwasan.kyoto-u.ac.jp/tanabata/
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